
この鳶巣社福だよりは、「出雲市社会福

祉協議会の会費、寄付金及び共同募金を

財源とした助成金」を財源の一部として発

行しています。 

 

      

 💛 つ・な・ぐ 💛 

 

「まめねしたか」「おかげさんで」という言葉は久し

ぶりに会った時に年配の方がよく使われる言葉です。

自分ではなかなかうまく言えませんが、相手を思い

やるとても温かみのある言葉です。 

「ひとりで生きては行けません。どんなに強くなっ

たとしても ひとりでは生きて行けません おかげさ

ま おかげさま 空も大地も 流れるゝ水も 大地に

根ざす 緑の木々も めぐる季節に 命つないで 生

かされている おかげさま」 大病を乗り越えて活動

されている方が作詞された歌です。この方は講演の

中で、生きていけるだけで幸せ、生かされていること

への感謝を述べられていました。 

 おかげさまの重みは違いますが、とても大切な言

葉だと思いました。 

                    （Ｋ・Ｓ） 

 

 

 

鳶巣地区社会福祉協議会へのご寄付お礼 

【香典返し】 

金一封 河野 純平様 （湯屋谷） 

金一封 中島 勝弘様 （浜 組） 

金一封 金築 洋次様 （門 前） 

金一封 有富 勝芳様 （東 組） 

金一封 園山 勝久様 （阿土谷） 

金一封 平井 敦司様 （前 組） 

金一封 富田 一剛様 （奥之谷） 

金一封 原   一夫様 （浜 組） 

ご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申しあ

げます。 

【志として】 

金一封  

福田 洋子様（川 北） 

 

 

  

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】                                                                                        

鳶巣地区社会福祉協議会 （鳶巣コミュニティセンター内） 

電話 21-0174  FAX２１-0176   Ｅ-mail tobisu-cc@local.city.izumo.shimane.jp 

  

 

～ボランティア活動及び育成事業～            

公共施設へ感謝の寄せ植え配布 

 

 

 

 

 

 

１２月２４日（土）コミセンすこやか青少年部の委員、

子ども達が参加し、かわと交番など公共施設１１カ所へ

お花の寄せ植えを贈る活動をしました。この活動は子ど

も達に感謝の気持ちや地域を大切にする心を育むこと

を願った活動として行っています。 

前日から雪が降り寒い日となりましたが、ビオラやパ

ンジー、チューリップなど春を待つお花を植えました。寄

せ植えには、子ども達が書いた『ありがとうの感謝メッ

セージカード』を添えて訪問しました。 

かわと交番へ、『い
つもありがとうござ
います。お花が咲くの
を楽しみにしてくだ
さい。』と伝えました。 


